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平成２７年第２回（５月）県央地域広域市町村圏組合議会臨時会 

 

１ 場 所   諫早消防署 ４階大会議室 

２ 会 期   平成２７年５月２６日（１日） 

３ 付議事件表  

議案番号 件 名 議決月日 結 果 

 議長の選挙について 指名により山口隆一郎君 

 副議長の選挙について 指名により村上秀明君 

 議席の指定について 

諫早市 １番から７番 
大村市 ８番から１１番 
雲仙市１２番と１３番 
副議長１４番 
議長 １５番 

 会期決定の件 5 月 26 日の１日と決定 

 会議録署名議員の指名について 5 月 26 日 

指 名 
北 坂 秋 男 君 
千 住 良 治 君 

 議会運営委員会委員の選任について 

指 名 北 坂 秋 男 君 
    相 浦 喜代子 君 

北 島 守 幸 君 
朝 長 英 美 君 
北 村 貴 寿 君 

議 案 

第 ６ 号 

専決処分の承認を求めることについて

（県央地域広域市町村圏組合職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条

例）  

5 月 26 日 承 認 

議 案 

第 ７ 号 

専決処分の承認を求めることについて

（県央地域広域市町村圏組合職員の退

職手当に関する条例の一部を改正する

条例）  

5 月 26 日 承 認 

議 案 

第 ８ 号 

財産の取得について（災害対応特殊救急自動

車及び高規格救急自動車の購入） 
5 月 26 日 原 案 可 決 

議 案 

第 ９ 号 

財産の取得について（災害対応特殊消防ポン

プ自動車及び消防ポンプ自動車の購入） 
5 月 26 日 原 案 可 決 
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○ 出席議員（１５名） 

1 番 北 坂 秋 男 君 

2 番 千 住 良 治 君 

3 番 相 浦 喜代子 君 

4 番 田 川 伸 隆 君 

5 番 西 口 雪 夫 君 

6 番 土 井 信 幸 君 

7 番 北 島 守 幸 君 

8 番 伊 川 京 子 君 

9 番 村 上 信 行 君 

10 番 朝 長 英 美 君 

11 番 北 村 貴 寿 君 

12 番 松 尾 文 昭 君 

13 番 大久保 正 美 君 

14 番 村 上 秀 明 君 

15 番 山 口 隆一郎 君 

 

○ 欠席議員（なし） 

 

 

○ 説明のため出席したもの 

管 理 者 宮本 明雄 君   副管理者 松本  崇 君 

副管理者 金澤秀三郎 君   監査委員 佐藤 忠道 君 

事務局長 北村 雅史 君   消 防 長 西原 直之 君 

次長兼消防総務課長  川原 敦 君    

総務課長 野田 一男 君   諫早署長 城下 和美  君 

大村署長 福島 錦哉  君   事業課長 川上謙次郎 君 

 

○ 議会関係出席者 

書 記 長 野田 一男 君 

書 記 江頭 英敏 君 

 



3 

 

午後２時開会 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

これより、平成２７年第２回県央地域広域市町村圏組合議会臨時会を、開会

いたします。 

本日の臨時会は、諫早市議会議員の新組合議員の選任及び大村市議会議員の

任期満了に伴う選挙後、最初の議会でありますので、議長が選挙されるまでの

間、組合規約第６条第５項の規定に基づき、年長議員が臨時に議長の職務を行

うことになっておりますので、年長の議員であります私、山口隆一郎が、臨時

に議長の職務を行います。 

議事の進行につきましては、本組合の議会会議規則第２条で準用することに

なっております、諫早市議会会議規則により進行いたします。 

議事に先立ちまして、今回、改選等で組合議員の一部に変更があっております

ので、本組合議員の全員を改めて御紹介いたします。 

書記長に朗読させます。 

 

○書記長（野田一男君） 

諫早市議会議員の北坂秋男議員、同じく千住良治議員、同じく相浦喜代子議

員、同じく田川伸隆議員、同じく西口雪夫議員、同じく土井信幸議員、同じく

北島守幸議員、諫早市議会議長の山口隆一郎議員、大村市市議会議員の伊川京

子議員、同じく村上信行議員、同じく朝長英美議員、同じく北村貴寿議員、大

村市議会議長の村上秀明議員、雲仙市市議会議員の松尾文昭議員、雲仙市市議

会議長の大久保正美議員、以上でございます。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

この際、議事の進行上、「仮議席」を指定します。 

ただいま、御着席の議席を仮議席として指定します。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

ここで、管理者より発言の申し出があっておりますので、発言を求めます。 

 

○管理者（宮本明雄君） 

皆様こんにちは。当組合の管理者を務めさせていただいております諫早市長

の宮本明雄でございます。  

本日ここに組合議会臨時会の招集をいたしましたところ、議員の皆様方には

御健勝にて御出席を賜りまして厚くお礼を申し上げます。 
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今回、諫早市市議会議員の新組合議員の選任及び大村市市議会議員の任期満

了に伴います選挙が行われております。 

新たに組合議員として御就任いただきました議員各位におかれましては、こ

れからの組合運営に御力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

当組合におきましては常備消防及び救急業務、不燃物の処理業務を適正に遂

行し、圏域住民の皆様の安全安心や環境衛生の向上に努めているところでござ

います。 

消防救急業務におきましては、既に御承知のとおり、諫早消防署新庁舎建設

事業、消防救急無線デジタル化整備事業、高機能消防指令システム整備事業の

大型事業が完了いたしまして、去る３月１０日より実質的な運用を開始してい

るところでございます。今後も、圏域住民の安全安心を守るため、消防救急体

制の充実と併せて、消防救急技術の向上に一層の精進をしてまいりたいと思っ

ております。 

不燃物の処理業務につきましては、構成市の協力のもと、搬入されます不燃

性廃棄物の適正処理とリサイクルの更なる向上に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

それでは、副管理者、職員並びに代表監査委員の紹介を私の方でさせていた

だきます。 

副管理者の松本崇大村市長でございます。同じく副管理者の金澤秀三郎雲仙

市長でございます。 

続きまして職員の紹介をいたします。事務局長の北村雅史君でございます。

議会書記長を兼務しております総務課長の野田一男君でございます。事業課長

の川上謙次郎君でございます。消防長の西原直之君でございます。消防本部次

長兼消防総務課長の川原敦君でございます。諫早消防署長の城下和美君でござ

います。大村消防署長の福島錦哉君でございます。代表監査委員の佐藤忠道氏

でございます。議会選出監査委員の大久保正美氏でございます。 

以上で紹介を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

日程第１、「議長の選挙について」を議題といたします。議長の選挙の方法

について、お諮りいたします。 

 

○村上秀明議員 

議長の選挙の方法につきまして、動議を提出いたします。議長の選挙の方法

については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、臨時議長の指名推選



5 

 

により選出されることを希望します。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

ただ今、村上秀明議員から「議長の選挙については、地方自治法第１１８条

第２項の規定により、臨時議長の指名推選によられたい。」との動議が提出さ

れましたが、それに対して御意見はございませんか。 

 

○朝長英美議員 

議長の選挙の方法につきましては、ただ今の村上秀明議員の動議に賛成いた

します。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

ただ今、村上秀明議員から「議長の選挙については、地方自治法第１１８条

第２項の規定により、臨時議長の指名推選によられたい。」との動議が提出さ

れ、朝長英美議員の賛成がありましたので、動議は成立いたしました。よって、

本動議をただちに議題とし、採決いたします。 

お諮りいたします。 

本動議のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

御異議なしと認めます。よって、議長の選挙の方法は、臨時議長の指名推選

によることに決定しました。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

議長に、山口隆一郎議員を指名いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま指名いたしました山口隆一郎議員を議長の当選人と定めることに、御

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました山口隆一郎議員

を、議長に当選といたします。 
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山口隆一郎議員に対し、本席から、会議規則第３２条第２項の規定による告

知をいたします。 

議長就任の承諾及びあいさつをいたします。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

ただ今、県央地域広域市町村圏組合議会議長に推挙されました、諫早市議会

議長の山口でございます。 

誠に光栄に存じますと共に、心から深く感謝申し上げる次第でございます。

微力ではございますが、県央組合が処理いたします、消防救急業務及び不燃物

処理業務等、広域行政の円滑な議会運営に万全を期して参りたいと考えており

ます。 

議員皆様の御支援と、御協力をお願い申しあげまして、簡単ではございます

が就任のあいさつに代えさせていただきます。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

○臨時議長（山口隆一郎君） 

以上で臨時議長の職務を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

暫く休憩します。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２、「副議長の選挙について」を議題といたします。副議長の選挙の

方法について、お諮りいたします。組合規約第６条第２項で、副議長は「組合

議員のうちから組合の議会で選挙する。」となっております。選挙の方法とし

て、「投票による方法」と「指名推選よる方法」がございますが、どのように

取り扱ったらよろしいか、御協議をお願いします。 

 

○相浦喜代子議員 

副議長の選挙の方法につきまして、動議を提出いたします。 

副議長の選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

議長の指名推選により選出されることを希望します。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

ただ今、相浦喜代子議員から「副議長の選挙については、地方自治法第１１

８条第２項の規定により、議長の指名推選によられたい。」との動議が提出さ

れましたが、それに対する御意見はございませんか。 
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○田川伸隆議員 

副議長の選挙の方法につきましては、ただ今の相浦喜代子議員の動議に賛成

いたします。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

ただ今、相浦喜代子議員から「副議長の選挙については、地方自治法第１１

８条第２項の規定により、議長の指名推選によられたい。」との動議が提出さ

れ、田川伸隆議員の賛成がありましたので、動議は成立いたしました。 

よって、本動議をただちに議題とし、採決いたします。お諮りいたします。

本動議のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」という者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

御異議なしと認めます。よって、副議長の選挙の方法は、議長の指名推選に

よることに決定しました。 

副議長に、村上秀明議員を指名いたします。お諮りいたします。ただいま指

名いたしました村上秀明議員を副議長の当選人と定めることに、御異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました村上秀明議員が、副議長に当選されまし

た。 

村上秀明議員が、議場におられますので、本席から、会議規則第３２条第２

項の規定による告知をいたします。 

副議長就任の承諾及びあいさつをお願いいたします。 

 

○副議長（村上秀明君） 

ただいま、御推挙をいただきました大村市議会議長の村上でございます。謹

んでお受けさせていただきますとともに、感謝申し上げる次第でございます。 

議長を補佐し、県央組合の発展のために努めて参りたいと存じますのでどうか

宜しくお願いいたします。ありがとうございます。 
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〇議長（山口隆一郎君） 

次に、日程第３「議席の指定について」を議題とします。議席は会議規則第

４条第１項の規定により、議長において指定をいたします。 

書記長に朗読させます。 

 

○書記長（野田一男君） 

１番北坂秋男議員、２番千住良治議員、３番相浦喜代子議員、４番田川伸隆

議員、５番西口雪夫議員、６番土井信幸議員、７番北島守幸議員、８番伊川京

子議員、９番村上信行議員、１０番朝長英美議員、１１番北村貴寿議員、１２

番松尾文昭議員、１３番大久保正美議員、１４番村上秀明副議長、１５番山口

隆一郎議長。 

以上でございます。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

書記長が朗読いたしましたとおり、議席はただいまの議席を指定いたします。

議席交替のため、しばらく休憩いたします。 

 

（休憩・・・休憩中に議席の交替） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

次に、日程第４「会期決定の件」を議題といたします。 

今期、臨時会の会期を本日１日とし、会期中の日程については、お手元に配

付のとおりとすることに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、会期は１日と決定いたしました。 

次に、日程第５、「会議録署名議員の指名」を行います。今期臨時会の会議

録署名議員に、１番北坂秋男議員、２番千住良治議員を指名いたします。 

次に、日程第６、「議会運営委員会委員の選任について」を議題といたしま

す。 

議会運営委員会委員の選任については、組合議会委員会条例第１条第２項で

６人となっており、第５条の規定により「議長が会議に諮って指名する」とな

っています。 
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今回、議会運営委員会委員について、構成市の改選等により、委員の一部に

欠員が生じております。議会運営委員会委員の選任については、組合議会委員

会条例第５条の規定により「議長が会議に諮って指名する」となっております

ので、欠員となっております諫早市から３名、大村市から２名の選出となりま

す。 

議会運営委員会委員に、北坂秋男議員、相浦喜代子議員、北島守幸議員、朝

長英美議員、北村貴寿議員、以上５人を指名したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

御異議なしと認めます。よって以上のとおり選任することに決定いたしまし

た。なお、議会運営委員会の委員長、副委員長の互選につきましては、県央組

合議会委員会条例第７条第１項で「委員長及び副委員長がともにないときは、

議長が委員会を招集して、委員長の互選を行わせる。」となっておりますので、

直ちに別室で議会運営委員会を招集いたします。 

議会運営委員会開催のため暫く休憩します 

 

（委員会開催のため休憩） 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

休憩中に開かれました議会運営委員会における、委員長、副委員長の互選の

結果を報告いたします。 

議会運営委員会委員長に相浦喜代子議員、副委員長に朝長英美議員以上のとお

りであります。 

次に、日程第７、議案第６号「専決処分の承認を求めることについて（県央

地域広域市町村圏組合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例）」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

議案第６号 専決処分の承認を求めることについて「県央地域広域市町村圏

組合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」について、御説明申し

上げます。 
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本案は、人事院勧告に伴う国家公務員の給与に関する構成市の取扱いに準じ

た条例等の一部改正でございまして、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り３月２３日に専決処分させていただきました条例につきまして、同条第３項

の規定により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

改正の内容につきまして、御説明申し上げます。 

それでは、配布しておりますお手元の議案第６号資料に沿って、主な改定内

容について御説明いたします。 

最初に、平成２６年度給与改定について、でございます。 

１点目は、給料表を平均０．３％引き上げるもので、特に世代間の給与配分

の観点から若年層に重点を置いた引き上げとなっており、平成２６年４月１日

に遡及して適用するものでございます。 

２点目は、一般職については勤勉手当の支給割合を０．１５引き上げるもの

でございます。 

平成２６年度は、１２月支給期に適用し、２７年度以降は６月と１２月にそ

れぞれ均等に配分するものでございます。 

平成２６年度給与改定における影響額は、行政職で約３４万円、消防職で約

１，６７０万円となっております。 

次に、平成２７年度給与改定について、でございます。 

給料表を平均で２％引き下げるものでございます。これは、地域間、世代間

の給与配分の見直しにより、若年層の引き下げは行わず、５０歳台後半を最大

４％程度引き下げるものでございます。経過措置として、３年間は切換え前の

給料月額に達するまでは、その差額を支給することとしております。 

最後に、諸手当の改定でございます。国家公務員の改正内容を踏まえ、通勤

手当につきましては、自動車等利用者に係る額の改定を行っているところでご

ざいます。 

以上で議案第６号の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜り、

御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

これより質疑に入ります。 

 

○土井信幸議員 

 すみません。私の聞き違いかも知れませんので、少し確認をいたします。 

影響額で消防職は１，６７０万円との説明だったかと思いますが、この資料

では１,０４７万円となっていますが、これはどうなんですか。 
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○総務課長（野田一男君） 

 議案第６号の資料につきましては、勤勉手当が０．１５％増に改正されてお

り、その分の影響額でございます。事務局長が申し上げました分は給与の改定

も含めた影響総額は１,６７０万円ということでございます。 

 以上でございます。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

 ちなみに１,６７０万円の対象ですけれども、消防職で２１６名おります。 

 以上でございます。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

 ほかにございませんか。 

    

（「なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

ほかになければこれをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

   

（「なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

なければこれをもって討論を終結し、採決いたします。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

議案第６号「専決処分の承認を求めることについて（県央地域広域市町村圏

組合職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例）」は、原案どおり承認

することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、議案第６号は、原案どおり承認されました。 

次に、日程第８、議案第７号「専決処分の承認を求めることについて（県央

地域広域市町村圏組合職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例）」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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○事務局長（北村雅史君） 

議案第７号 専決処分の承認を求めることについて「県央地域広域市町村圏組

合職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例」について、御説明いたし

ます。 

本案は、県央地域広域市町村圏組合職員の退職手当について調整額の改定を行

ったもので、給与制度の総合的見直しが本手当の支給水準に及ぼす影響等を鑑み、

公務への貢献度をより的確に反映させるため、国家公務員の改正内容を考慮して

行われた構成市の取扱いに準じた条例等の一部改正でございまして、地方自治法

第１７９条第１項の規定により３月２３日に専決処分させていただき、４月１日

に施行いたしました条例につきまして、同条第３項の規定により報告し、議会の

承認を求めるものでございます。 

改正の内容につきまして、御説明申し上げます。 

まず、調整額の導入に伴い、条例第４条、第５条、第６条の４第４項について、

退職理由を整理して号建てにする等の所要の規定の整備を行ったものでござい

ます。 

条例第６条の４第１項については、在職期間のうち職務の等級が高い方から６

０か月分を退職手当基本額に加算する調整額を 

第１号区分４５，８５０円を５９，５５０円に、第２号区分４１，７００円を

５４，１５０円に、第３号区分３３，３５０円を４３，３５０円に、第４号区分

２５，０００円を３２，５００円に、第５号区分２０，８５０円を２７，１００

円に、第６号区分１６，７００円を２１，７００円にそれぞれ改正したものでご

ざいます。 

また、同条第４項について、これまでは２４年以下の勤務者に対しては第６号

区分の支給をしておりませんでしたが、支給するようにしたものでございます。 

第１４条の２第４項については、行政不服審査法が平成２６年６月に廃止・全

部改正となっておりますので、所要の改正を行っております。 

そのほかに、第５条の見出し、第５条の３の表、第１２条第２項において、所

要の字句の改正を行ったものでございます。 

以上で議案第７号の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜り、御

承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

これより質疑に入ります。 

 

（「なし」と言う者あり） 
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〇議長（山口隆一郎君） 

なければこれをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

   

（「なし」と言う者あり） 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

なければこれをもって討論を終結し、採決いたします。 

議案第７号「専決処分の承認を求めることについて（県央地域広域市町村圏

組合職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例）」は、原案どおり承

認することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、議案第７号は、原案どおり承認されました。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

次に、日程第９、議案第８号「財産の取得について（災害対応特殊救急自動

車及び高規格救急自動車）の購入」についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

議案第８号「財産の取得について（災害対応特殊救急自動車及び高規格救急

自動車の購入）」について、御説明いたします。 

本件は、多良見分署の高規格救急車の老朽化に伴う更新と、今年度、新たに

開署いたしました大村消防署久原分署への配備に伴うもので、「県央地域広域

市町村圏組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例」第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

入札の結果につきましては、お手元に配布させていただいております議案第

８号資料１／４ページの結果表に記載のとおりでございます。 

また、結果表に示しておりますように入札が不調に終わったことから、今回

は対応が 1 社であったため、当該業者との協議を行い、改めて見積もりを徴し

ました。その結果につきましては、同資料２／４ページのとおりとなっており

ます。 

取得価格は、６８，０４０，０００円、契約の相手方は、長崎市五島町４番
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１９号 西九州トヨタ自動車株式会社長崎支店支店長 吉本明浩でございます。 

物品売買仮契約書につきましては、同資料の３／４ページのとおりでござい

ます。 

取得いたします災害対応特殊救急自動車及び高規格救急自動車は、同資料の

４／４①～②ページにございます写真と同型の車両でございます。 

災害対応特殊救急自動車と高規格救急自動車の違いでございますが、緊急援

助隊への登録車両であるか否かの差となっております。 

災害対応特殊救急自動車は、阪神淡路の大震災等の大規模災害が発生した際

に、広域連携の一環である緊急援助隊として出動要請があった折に対応するた

めの車両でございまして、その整備については国庫補助の対象となっておりま

す。 

車両の配備につきましては、災害対応特殊救急自動車が久原分署、また高規

格救急自動車が多良見分署となっております。 

以上で議案第８号の説明を終わらせていただきます。 

よろしく御審議賜り、御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

これより質疑に入ります。 

 

○北村貴寿議員 

 すみません。私は初参加でございまして、勉強のために少し質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 何点かあるのですが、長年の稼働ということでございますが、これはだいた

い何年ぐらい稼働していたのかということと、更新をされるということで、そ

の古くなった車両はどうされるのかということをお尋ねします。 

どこかの報道で、アジアとかに中古車を譲渡して喜ばれているというような

話があったので、そういうことがあるのかなと思いましたのでお願い致します。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

 ただいまの御質問でございますけれども、まず１点目の更新の基準でござい

ますけれども、これにつきましては内部的な定めを持っておりまして、救急車

でいいますと、８年、もしくは走行距離が１５万キロを超えたものという基準

で更新をさせていただいております。 

これについては今回の久原分署を除けば既存車両の分でございますので、こ

の８年の基準をベースにとれば、この時期にはこの車両が更新となる、という

ところの計画が立っているところでございます。 
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同じ様に他の車両につきましても、年数がそれぞれ車両の種類によって違い

ますけれども、その様な基準を設けながら運用させていただいているところで

ございます。 

 それから２点目にございました、廃車した車両の有効活用の話でございます

けれども、救急車については、病院転送に伴う出場という案件がかなりの数ご

ざいます。 

要はある病院で、他の大規模病院に転院をさせるというようなケースが結構

ございまして、通常の急病者の対応と重なってしまうリスクもあるということ

で、転送については病院側の御協力をいただければということから、御希望が

あった病院については廃車する救急車を無償譲渡させていただいて、そちらの

病院の方で転院搬送をしていただけるような対応をいたしているところでござ

います。 

今年度につきましても、既に１件譲渡の申し入れがあっておりますので、今

回御承認いただく予定の車両につきましては１１月末ぐらいに納車される予定

になっておりますので１２月ぐらいには最終的な判断をし、できるだけ御希望

に沿う方向で対応したいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○北村貴寿議員 

 よろしかったら、その病院はどこになるのかというのは公表できるのですか。 

できなかったらいいです。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

 過去の実績としては、近々のところでは諫早病院がございますし、一昨年度

は大村市民病院の方にも譲渡をさせていただいているところでございます。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

 ほかにございませんか。 

   （「なし」と言う者あり） 

〇議長（山口隆一郎君） 

ほかになければ、これをもって議案に対する質疑を終結し、討論に入ります。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

なければ、これをもって、討論を終結し、採決します。 

議案第８号「財産の取得について（災害対応特殊救急自動車及び高規格救急

自動車）の購入」は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と言う者あり）  

 

〇議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、議案第８号は、原案どおり可決されました。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

次に、日程第１０、議案第９号「財産の取得について（災害対応特殊消防ポ

ンプ自動車及び消防ポンプ自動車）の購入」についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

議案第９号「財産の取得について（災害対応特殊消防ポンプ自動車及び消防

ポンプ自動車の購入）」について、御説明いたします。 

本件は、高来分署の消防ポンプ自動車の老朽化に伴う更新と、今年度、新た

に開署いたしました大村消防署久原分署への配備に伴うもので、「県央地域広

域市町村圏組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例」第３条の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

入札の結果につきましては、お手元に配布させていただいております議案第

９号資料１／４ページの結果表に記載のとおりでございます。また、結果表の

とおり入札が不調に終わったことから、今回の入札において最低額を提示した

業者と協議を行い、改めて見積もりを徴しました。その結果につきましては、

同資料２／４ページのとおりとなっております。 

取得価格は、６６，９６０，０００円、契約の相手方は、長崎市竹の久保町

１１番３号 ヤナセ産業株式会社代表取締役 梁瀬正輝でございます。 

物品売買仮契約書につきましては、同資料の３／４ページのとおりでござい

ます。 

取得いたします災害対応特殊消防ポンプ自動車及び消防ポンプ自動車は、同

資料の４／４ページにございます写真と同型の車両でございます。 

災害対応特殊消防ポンプ自動車と消防ポンプ自動車の違いは、救急自動車と

同様で、緊急消防援助隊への登録車両であるか否かとなっております。 

災害対応特殊消防ポンプ自動車も、その整備については国庫補助の対象とな

っております。 

車両の配備につきましては、災害対応特殊消防ポンプ自動車が高来分署、ま

た消防ポンプ自動車が久原分署となっております。 

以上で議案第９号の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜り、
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御承認いただきますようお願い申し上げます。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

これより質疑に入ります。 

 

○土井信幸議員 

 今回は８号も９号も不落で随契なんですよね。過去もこういう形での契約が

頻繁にあったのかどうか、その辺をおたずねいたします。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

 今回は本当に２回も続けてという部分で、大変私どもといたしましても改め

てあり方を考えないといけないのかなというふうには思ってはおりますが、過

去にも確かにいくつかの事例はあっております。 

今回特にこういう結果になったのは、２６年度において整備いたしましたデ

ジタル無線の通信機材、それから新指令システムに伴います機材、こういうも

のの積み換えの経費分ではないかと思われます。 

これまでも無線機の積み換えというのは同じようにやってきたところなんで

すけれども、今度の新しい機材の分は数量も若干多いし、そういう部分で私ど

もの想定以上にその手間がかかり、また、それらが専門業者でないと扱えない

ということで、外注に伴う経費がどうも私どもの想定以上に高かったところが

あるようでございまして、そういう差が生じたのかなと思っております。 

車両価格そのものについては、県下の状況、また九州管内の最近の状況も見

て、ある程度把握をしていたつもりですけれども、先ほど説明いたしました部

分が私どもが読み違えしていたなと反省しているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○北村貴寿議員 

 先ほどとまた同じ内容の質問なんですけれども、ポンプ車については稼働の

更新の基準というんですかね、それとあと、更新されたポンプ車はどこに行く

のかというところまでお願いします。 

 

○事務局長（北村雅史君） 

 ポンプ車につきましては、更新のサイクルは１８年ということでしておりま

す。 

 あと、最終の処分の方法なんですけれども、救急車と違いまして、簡単にど

こかが使うというわけにもいかないという状況でございます。また、ニュース



18 

 

等で見ますと、東南アジアの方に譲渡してという話も聞いておりますけれども

なかなか実際には難しい問題もございまして、残念ながらポンプ車についても、

梯子車みたいな物につきましても、最終的にはくず鉄として１０万円から少し

昇るぐらいの経費で処分をさせていただくようなことになっております。 

 以上でございます。 

 

○議長（山口隆一郎君） 

 ほかにございませんか。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

ほかになければ、これをもって議案に対する質疑を終結し、討論に入ります。 

 

（「なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

 なければ、これをもって、討論を終結し、採決します。 

議案第９号「財産の取得について（災害対応特殊消防ポンプ自動車及び消防

ポンプ自動車）の購入」は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、議案第９号は、原案どおり可決されました。 

 

〇議長（山口隆一郎君） 

以上をもちまして、今期臨時会に付議されました案件の審議は全部終了いた

しました。 

今期臨時会において議決されました案件につきましては、その条項、字句、

数字、その他整理を要するものがありました場合、その整理を議長に委任され

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と言う者あり） 
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○議長（山口隆一郎君） 

御異議ありませんので、これらの整理を要するものにつきましては、議長に

委任することに決定いたしました。 

これをもちまして、平成２７年第２回県央地域広域市町村圏組合議会臨時会

を閉会いたします。 

 

午後２時５５分閉会 

 

 

 

 

 

  

         




